














研究目的 

昨年までの研究で,外表奇形を指標とする先天異常モニタリングの情報収集とその解析と

くに統計処理法については一応の基準が得られた。本年度は,マーカー奇形のベースライン

の決定,奇形頻度に影響する生物学的および人的要因の検討,モニタリングの調査精度の検

討,わが国の統一的なモニタリングシステムの可能性の検討などを目的とした。 


